
本学における研究活動の不正行為に関する調査結果の公表について 

 

 

2022 年 9 月に本学教員の著作物に対し、盗用、改ざん及び捏造の告発があり、予備調査

を経て本調査を実施いたしました。調査の結果、「武蔵大学における研究活動上の不正行為

防止等に関する規程」に定義される「盗用」、「改ざん」、「捏造」及び「その他 特定不正行

為以外の研究活動上の不適切な行為であって、科学者の行動規範及び社会通念に照らして

研究者倫理からの逸脱の程度が甚だしいもの」には当たらないとの結論に至りました。 

調査の過程において、本学教員の著作物には故意によらない誤りがあることが判明し、ま

た、本件に関して調査を行っているとの情報がインターネット上で流れていたことから、本

学規程第 33 条に基づき、調査結果を公表することといたしました。 

本学教員に研究不正の疑いが生じたことは、大変遺憾であり、調査にあたり、多くの関係

者の皆様にご迷惑をおかけしたことをお詫び申し上げます。今後は一層研究倫理教育を徹

底し、研究不正はもとより、疑念を持たれることのないよう、全学をあげて取り組んでまい

ります。 
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調査の方法・手順等： 

予備調査を経て本調査を実施いたしました。調査では関係者から提出された根拠資料

を基にヒアリングを行い、特定不正行為に該当するかどうか検討しました。 

 

 

2023 年 7 月 12 日      武蔵大学不正防止総括責任者・学長 高橋 徳行 


